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～デジタル・トランスフォーメーションの正しい理解～

IVIシンポジウム2019-Autumn 

日時：2019 年10 月10 日（木）
場所：国立京都国際会館本館会議場 Room A



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative

もくじ

1. メガトレンド2025

2. データをとりまく新たな世界

3. モノからコト（ものづくり）へ

4. データ取引ユースケース

5. CIOF概要とアーキテクチャー

6. スマートシンキング

2



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative

令和の時代、世界トレンドは・・・
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不確実性

非連続性

多様性

相互依存性
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経営経営の外延
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スタートアップ
オープンイノベーション

アジャイル経営

ＲＯＥ企業経営

株主重視、
Ｍ＆Ａ長期深耕経営

技術創発
インキュベーション
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世界の企業ランキング
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売上高 利益率利益 成長率 時価総額
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メガ企業が持つ共通特性

6

◆スケーラビリティ

売上規模の拡大に対して提供側の物理的な制約がないこと、
拡大した場合に、コストが増えず、ネットワーク効果が働くこと。

◆ディペンダビリティ

相互依存関係により、マーケット内でのポジションが守られていること。
多様な関係性のなかで、代替が不可能な存在となっていること。

◆サステナビリティ

成長することを通して利益を関係者に還できていること
技術や知識を生み出すサイクルが外部とつながっていること
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コネクテッド・インダストリーズ
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ものづくり・ロボティクス

プラント・インフラ保安

スマートライフ

バイオ・素材

自動走行・モビリティサービス✓ リアルデータの共有・利活用

✓ データ活用に向けた基盤整備

✓ さらなる展開

データがつながり、有効活用
されることにより、技術革新、
生産性向上、技能伝承など
を通じた課題解決へ
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背後にあるテクノロジートレンド
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自律化

デジタル化

オープン化

ID
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Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の４つのベクトル
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オープンデータ

社会で共有される公共性と
透明性の高いデータ

スマートシティ

電子政府

トラストデータ

事業者間で交換される信頼性
と説明性の高いデータ

フィンテック

スマートコントラクト

ディープデータ

暗黙知

ノウハウ

生産プロセスに関する秘匿性と
個別性の高いデータ

ビックデータ

消費者の嗜好や行動に関する
多様で大量なデータ

パーソナルデータ

ＳＮＳ

レガシーデータ

すでに個人や事業者／大
学で活用されているデータ
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ビック
データ

ターゲット
広告

サービス
品質

投資

消費者

ビックデータ

量（Volume）
スピード（Velocity）
多様性（Variety）

プライバシー保護
消費行動

ビックデータ＆ディープデータ

ディープデータ

多義性（Diversity）
因果性（Dependency）
分散性（Distributed）

ディープ
データ

問題発見
（予知）

生産
システム

投資

生産者

ノウハウ保護生産行動
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デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）

【ステップ１】デジタル化（Digitize）

【ステップ２】データ化（Data centralize）

【ステップ３】システム化（Systematize）

【ステップ５】標準化（Standardize）

【ステップ４】つながる化（Open connectedness）

【ステップ６】知財化（Monetize）
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川下中小企業

川上大企業

プラットフォーム企業

オンリーワン企業

多様性

（汎用性）

効率性（柔軟性）

企業カテゴリの変化（ＤＸ後）
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サービスモデルの例
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シェアリングモデル サブスクリプションモデル

アセット

事業者

顧客Ａ

顧客Ｂ

アセット

お金

お金

事業者

顧客Ａ

顧客Ｂ

アセット

管理

（資産は持たない） （資産は売らない）
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データによるマネタイズのしくみ
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ＣＩＯＦの場合

３Ｄプリンタ
プログラム

３Ｄプリンタ
操作者

３Ｄプリンタ
プログラム作成者

購買
担当

実際に３Ｄプリンタで製作
した数に応じて支払う

従来型の場合

３Ｄプリンタ
プログラム

３Ｄプリンタ
操作者

３Ｄプリンタ
プログラム作成者

購買
担当

プログラムに仮設定
した価格を支払う
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モノからコトへ（・・・は楽じゃない）
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売上
１兆円

プロダクト

売上
１兆円

プロダクト作るプロセス 使うプロセス

１

万
円社員

１万人

1万件
/人

売らない（買わないで使う）

作るプロセス 使うプロセス

１
億
円社員

１万人
１件
/人

売る（所有権の移動）
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モノからコトへ（＝ものづくり）
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作るプロセス 使うプロセスプロダクト

作る人 顧客

「プロダクトファースト」の世界

「モノ」中心の世界

プロセス 作られるモノ使われるモノ

「プロセスファースト」の世界

「コト」中心の世界

活動

活動

活動

現象 現象

状態状態
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スマイルカーブの虚実
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企画 設計 加工 組立 販売 サービスマーケ

付
加
価
値

笑ったのは誰だったのか？

チェーンがつながらない！

知識が生まれない！
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ものづくりをとらえるための基本軸

（機械側）

（身体側）

製品軸（モノ）

（顧客側）
（供給側）

タイプ（汎化側）

インスタンス
（個別側）

知識軸

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ 活動の
視点

Ｍ

資産の
視点

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｑ
Ｃ

Ｅ
Ｄ

管理の
視点

活動（Ｐ計画、Ｄ実施、Ｃ解析、Ａ改善）
資産（Ｍひと、Ｍ機械、Ｍ材料、Ｍ方法）
管理（Ｑ品質、Ｃ原価、Ｄ納期、Ｅ環境）
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背景（社会的課題の解決）

１．製造ノウハウの海外流出問題 知財としてのデータのオープン＆クローズビジネスモデル開発

加工に関するノウハウやＮＣプログラムなど、営業秘密として価値が高い情報をデータとして外部の取引先と共有する場合に、技
術漏洩のリスクがある。知財としてのデータの送信先において、データの保存、修正、削除を、ＣＩＯＦが取引契約にもとづき監視し、
かつ利用の実績を必要に応じて照会することで、取引先との高い信頼関係に裏付けられた生産プロセスの共有を可能とする。

ＤＭＧ森精機

４．ＡＩを用いたイノベーションの発掘 ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析による設備保全の知能化

設備から得られる膨大なデータを、価値データとするには、生産現場の事実データと関連づけて管理する必要があるが。こうし
たビックデータの保管場所や保管方法は経営戦略上とても重要であり、社外に置くことには抵抗がある。CIOFにより、一次データ
はエッジサイドで分散管理し、ＡＩによる学習モデルが確定した時点で、必要なデータを必要な形で提供するしくみを構築する。

安川電機ＳＣＳＫ

３．中小製造業の競争力強化問題 現場データと取引先の業務プロセスとの統合による中小企業強化

生産プロセスの一部を担う中小製造業は、比較的規模が小さく、現場のオペレーションと経営とが一体である場合が多い。注文の
内示や、出荷品の検収などを、CIOFによって中小企業が不利な立場とならないように企業を超えて共有することで、デジタル化に
よる中小企業の管理レベルの向上と経営力向上につなげ、同時に発注側であるメーカーの生産性向上にもつなげる。

三菱電機東洋ビジネスエンジニアリング
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２．品質データの偽装、ねつ造問題 検査データ管理による品質保証の強化と製造業の高付加価値化

高度な品質管理では、工程内のさまざまな箇所で適切な検査が要求される。こうした検査結果をデータ化し、 CIOFにより関連

する複数拠点で共有し、問題発見に活用することで、適正な品質管理を現場サイドと経営サイドが一体となって管理できるしく
みとする。また、ブロックチェーン技術を利用して、品質データの正当性を保証し、高品質を強みとして製造業を高付加価値化
する。 ジェイテクトＤＴＳ
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北九州
事業所

タイ工場

本社生技部

シナリオカテゴリー（１）

AS-IS

ＮＣデータ管理

①設計図

②NCプログラム

③作業手順

PUSH
PUSH

PULL

A-1

A-2

ＤＭＧ森精機

知財としてのデータのオープン＆クローズビジネスモデル開発
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北九州
事業所

タイ工場

本社生技部

②NCプロ
グラム

①加工
オーダ

③作業手順

④加工
実績

シナリオカテゴリー（１）

TO-BE

⑤作業手順
（修正した場合）

PUSH

PUSH

PUSH

PULL

PULL

ＮＣデータ管理

A-3

A-4

A-1-2

A-2-2

A-2-3

ＤＭＧ森精機

知財としてのデータのオープン＆クローズビジネスモデル開発
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北九州
事業所

タイ工場

本社設計部

（タイの）
②作業手順

⑤改善指示 ③加工履歴

PULL

シナリオカテゴリー（１）

TO-BE

④原因の解析

PUSH PULL

ＮＣデータ管理

A-5

A-2-4

ＤＭＧ森精機

知財としてのデータのオープン＆クローズビジネスモデル開発
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岡山工場

本社
品質保証部

ＡＢＣ鉄工所

シナリオカテゴリー（２）

AS-IS

品質データ保証

②検査

PUSH

PULL

⑤画像

④不具合検知

③トレース

PUSHB-1 B-2

B-3

ジェイテクト

検査データ管理による品質保証の強化と製造業の高付加価値化
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岡山工場

本社
品質保証部

ＡＢＣ鉄工所①検査項目

②検査項目

PUSH

シナリオカテゴリー（２）

TO-BE

④ＱＣ工程

PULL PUSH

③検査

PULL

品質データ保証

B-4

B-4-2

B-1-2

B-5

ジェイテクト

検査データ管理による品質保証の強化と製造業の高付加価値化
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岡山工場

本社
品質保証部

ＡＢＣ鉄工所

①検査

PUSH

シナリオカテゴリー（２）

TO-BE

②検査

PUSH

⑤画像

PULL

品質データ保証

③トレース

PUSH
B-1-3

B-1
B-2

B-3

ジェイテクト

検査データ管理による品質保証の強化と製造業の高付加価値化
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Ｘ機械工業

材料商社 Ｂ精密

Ｃ鍍金Ａ板金

シナリオカテゴリー（３）

TO-BE

中小企業強化

②注文
＋図面

PUSH

③注文
＋図面

PUSH

①支給品在庫
PULL

C-1

C-2

C-1-2

三菱電機東洋ビジネスエンジニアリング

現場データと取引先の業務プロセスとの統合による中小企業強化
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Ｘ機械工業

材料商社 Ｂ精密

Ｃ鍍金Ａ板金

シナリオカテゴリー（３）

③注文
＋図面

①検査結果
＋作業実績

②作業実績

TO-BE

④検査結果
＋作業実績

①納品

④納品

PULL PULL PULL

PUSH

中小企業強化

C-1-3

C-3 C-3-2

C-4

C-4-2

C-4-3

三菱電機東洋ビジネスエンジニアリング

現場データと取引先の業務プロセスとの統合による中小企業強化
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Ｘ機械工業

材料商社 Ｂ精密

Ｃ鍍金Ａ板金

①検査結果
＋納品書

シナリオカテゴリー（３）

TO-BE

②検収

②検収

②検収
PULL

中小企業強化

C-3-3

C-4-4

C-5

C-5-2 C-5-3

三菱電機東洋ビジネスエンジニアリング

現場データと取引先の業務プロセスとの統合による中小企業強化
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Ｎ重工

アトランタ工場

シリコンバレー
ＡＩ研究所

シナリオカテゴリー（4）

AS-IS

ＡＩ利活用

④⑥パラメータ

②生産実績

③学習

⑤設備環境
①加工 D-1

D-2

D-3

安川電機ＳＣＳＫ

ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析による設備保全の知能化
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Ｎ重工

アトランタ工場

シリコンバレー
ＡＩ研究所

①パラ
メータ

③生産実績

シナリオカテゴリー（4）

TO-BE

②生産

ＡＩ利活用

D-1-2

D-2-2

安川電機ＳＣＳＫ

ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析による設備保全の知能化
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Ｎ重工

アトランタ工場

シリコンバレー
ＡＩ研究所

⑤パラ
メータ

シナリオカテゴリー（4）

TO-BE

ＡＩ利活用

③判定結果

②判定材料

④生産実績

①設備環境
＋生産実績

D-2-3

D-1-3

D-1-4

D-4

D-5

安川電機ＳＣＳＫ

ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析による設備保全の知能化
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データ取引ユースケース

36

制約 内容
1 データの提供者とデータの利用者が存在し、その間で契約に基づいたデータ取引が行

われること。ここでデータ取引とは、２つの事業者間でデータを送受信することを指す。
2 データの提供者は、データを提供するサービス（ソフトウェア）を有し、データ取引を実

際に行う役者やモノがオペレーションレベルで定義されていること。
3 データの利用者は、データを利用するサービス（ソフトウェア）を有し、データ取引を実

際に行う役者やモノがオペレーションレベルで定義されていること。
4 データ取引のパターンは、クラサバ型（ＰＵＬＬ型）またはパブサブ型（ＰＵＳＨ）型であり、

データ提供者とデータ利用者がダイレクトでつながるピア・ツー・ピア型であること。
5 データの利用者が実際にデータを利用したサービスを実施し、さらにその実施結果の

記録を照会するサービスに付随した活動が定義されていること。

ＣＩＯＦのシステム（２つ以上のコンポーネ
ントから構成されるしくみ）を用いて、フィ
ジカル（現実）の業務に対応したサービ
ス（ソフトウェア）を起点とし、データを介
して相手側のコンポーネントにおける
サービスを実施することで、再びフィジカ
ル（現実）の業務につなぐ一連の流れ

ユースケース基本パターン
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オープン連携フレームワーク
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ＩＶＩコンポーネント企業＜エッジ＞ＤＭＧ森精機

＜エッジ＞安川電機
＜エッジ＞ジェイテクト

ＩＶＩプラットフォーム企業＜アプリ＞ＳＣＳＫ

＜アプリ＞ビジネスエンジニアリング
＜インフラ＞アプストウェブ

＜エッジ＞三菱電機

IVI企業 100社連携
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ＣＩＯＦの特徴

39

提供する
データ

利用する
データ

送信する 受信する

データがつながる

従来の方式

データの提供者

提供するデータ

提供する
プロセス

提供するサービス

関係する
イベント

利用するデータ

利用する
プロセス関係する

イベント

利用するサービス

データを介して
サービスが
つながる

ＣＩＯＦの方式

データの利用者

データの
利用者

データの
提供者

データがどのように利用
されたかは把握できない。

ただし、

例）３Ｄプリンタ
で加工した
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ＣＩＯＦの特徴

40

データの提供者

提供するデータ

提供する
プロセス

提供するサービス

関係する
イベント

利用するデータ

利用する
プロセス関係する

イベント

利用するサービス

データを介して
サービスが
つながる

ＣＩＯＦの方式

データの利用者

データ
証明

事前の取り決め

データプロファイル

サービスプロファイル

契約プロファイル
サービス
履歴

送信
履歴

ブロックチェーン
（分散台帳）
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ＣＩＯＦユースケースの５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

対象業務に対応した辞書や業務ア
プリの構造などを登録する。

提供パターンに対応したデータの
取り扱いに関する契約を交わす。

契約内容にしたがって、実際にデー
タ提供またはデータ利用を行う。

すでに実施したデータ提供や利用
履歴の照会や事実認証を行う。

対象現場のデバイスや機器を登録
し、利用する辞書に設定する。

システムインテグ
レーター、対象業
務のエキスパート

マーケティング担
当者、取引先営業、
契約担当者

調達担当者、出荷
担当者、現場の業
務担当者

経理担当者、品
質担当者、経営
戦略室スタッフ

プラットフォーマー、
コンポーネント企
業、標準化団体

41
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システムアーキテクチャー
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F/W

インターネット

HCS

HCT

ECU

HDS

ECU
LAN（TCP/IP）

工業用
Ethernet等

HCS

サイト（エッジ）内

HTTPS
辞書
サーバ

連携サーバ

連携ターミナル

連携コント
ローラー

エッジ
デバイス

アプリ構成実装

HCM

連携マネージャー

EDU EDU

ACMACMACM
EDUEDUEDU

ACM

連携コント
ローラー

DTS

データ変換サーバ

連携サーバ
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ＣＩＯＦによるデータ取引の概要

HCS HCS HCTHCT ECU

受信側
サービス

送信側
個別辞書

受信側
個別辞書

共通辞書

項目を
変換

ECU

送信側
サービス

DTM

連携
ターミナル

連携
サーバー

連携
サーバー

HDS

CDD
LDD LDD

変換
マップ

DTM変換
マップ

連携
ターミナル

項目を
変換

インターネット（暗号化）

生産現場
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

取引
プロファイル

取引
プロファイル

ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

契約ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

辞書サーバー

生産現場
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

☑データの内容を事前に規定
☑データの用途を事前に同意
☑データの権利と義務を契約

HCM 連携
マネージャ

HCM

PULL型
→必要なデータを
都度要求する

PUSH型
→イベントごとに
データを提供する

連携
マネージャ

43
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辞書の種類

共通辞書
✓異なるターミナル間でデータやサービスに関する用語を対応づけるために利用
する。プラットフォーム企業または標準化機関によって登録されます。

個別辞書
✓それぞれのターミナルで、独自に実装されているデータやサービスの内容を定
義する。データ取引はこの内容に対して行われる。

外部辞書
✓アプリやデバイスの提供者が作成し、その内容をデータ取引を行う事業者
が個別辞書インポートして利用する。

44

個別辞書

工場（ユーザ）

外部辞書

ベンダー

共通辞書

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏ―
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ＣＩＯＦ仕様書もくじ（その１）
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ＣＩＯＦ仕様書もくじ（その１）
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もくじ

1. メガトレンド2025（+20）

2. データをとりまく新たな世界

3. モノからコト（ものづくり）へ

4. データ取引ユースケース

5. CIOF概要とアーキテクチャー

6. スマートシンキング
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ＡＩとＯＩ（Organizational Intelligence）

人工知能（Artificial Intelligence）

電気信号

ニューロ（神経細胞）

組織知能（Organizational Intelligence）

データ

役者、活動、モノ、情報

ロジック＆データ

人が組織を強くする

組織が人を強くする

48
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ＩＶＩＭの問題解決サイクル

困りごと

System

Exploration 

問題発見

AS-IS 
モデル

System

Recognition

問題共有

TO-BE 
モデル

System

Orchestration

課題設定

49

現実の
しくみ

System 

Realization

課題解決

ｽﾃｰｼﾞ 1

ｽﾃｰｼﾞ 2

ｽﾃｰｼﾞ 4

ｽﾃｰｼﾞ 3

デジタルトランス
フォーメーション
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スマートシンキングのための１６のチャート

50

◆困りごとチャート ◆なぜなぜチャート ◆目標計画チャート ◆組織構成チャート

◆やりとりチャート ◆活動展開チャート◆いつどこチャート ◆見える化チャート

◆状態遷移チャート◆モノコトチャート ◆ロジックチャート ◆割り振りチャート

◆プロセスチャート ◆データ定義チャート ◆レイアウトチャート◆コンポーネントチャート



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative

ＤＸをリードするマインドセット
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スマートシンキング
＝組織学習

ゆるやかな標準

しなやかなインフラ

したたかな実装

ＩＶＲＡ
（参照アーキテクチャー）

ＣＩＯＦ
オープン連携フレームワーク

ＩＶＩＭ
（ＩＶＩ実装方法論）
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データを核としたアーキテクチャーの進展
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欧州／ドイツ

アジア／日本

アメリカ
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５年後のＩＶＩ
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５年後のＩＶＩ
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東京事業所

シンガポール
本社

深圳事業所

バンコク事業所

広島事業所

名古屋事業所



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 55

ご清聴ありがとうございました。


